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1. ジョージア工科大学での研究活動 

私は、基質特異性の低い酵素を用いた有用なペプチド分子の類縁体の生合成経路の

確立に関する研究を行いました。目的のペプチド分子の類縁体を簡便に大量合成する

ため、スケールアップが容易であり、かつ類縁体合成において合成経路の応用が可能で

ある、生合成経路の確立を目的としました。２ヶ月間の実地での研究期間を有効活用す

るため、渡米前から受入研究室の論文を読み込み、さらに関連する論文を自ら調査し理

解を深めるなど、基礎となる知識の習得を積極的に行いました。クローニングやペプチ

ド精製、HPLC-MS の解析など新たな技術の習得だけでなく、基質に対する酵素の選択

性の向上を図るためのリンカーのデザインの提案をはじめとして主体的に研究を進め、

生合成経路の確立に貢献することができました。また、Nakatani RIES Symposium にお

いては、ジョージア工科大学や UC Davis の先生方だけでなく、アトランタの日系企業

や在アトランタ日本国総領事館の領事の方など８０人以上の招待客が参加されたこと

から、これまで参加した種々の学会よりも多様な専門分野の研究者に対して、自身の研

究を分かりやすく丁寧に説明する経験ができたことは大きな財産となりました。さら

に、ポスタープレゼンテーションにおいて、研究成果および発表技術、ディスカッショ

ン能力を審査員に高く評価していただき、Best Poster Presentation Award の受賞に至りま

した。主体的に研究に取り組み、確実に成果を上げる経験を積むことができ、研究者と

して成長する上での貴重な機会となりました。 

また、Agarwal ラボの PhD 学生であるメンターの Luna との出会いは私にとって大き

な財産となりました。母国のベトナムから US の PhD コースに進学した経緯を持つ彼

女は、母国を離れ海外で研究活動を行う難しさ、言語の壁、生活環境の違いなど同じイ

ンターナショナルの学生としての悩みを共有することができ、たくさんのアドバイス

をくれました。彼女は一貫して私の自主性を重んじ、実験技術の習得後は研究の進め方

を私に一任し、本リサーチインターンシップを通じてマネジメント能力の向上も意識

するよう提案してくれました。さらに、私が彼女から教わった実験技術を、彼女の受け

持ちの 2 人の学部生に教える機会をもらったことで、得た知識をより深く理解するこ

とができました。彼女の研究に対する意欲はもちろん、高いマネジメント能力や後輩指

導の技術をお手本として、来年から彼女のような PhD の学生を目指したいと感じまし

た。 

2. 研究活動における日米の違い 

 研究活動における日米の比較において、研究室の運営および大学院のカリキュラム

に大きな違いを感じました。特徴的な違いを以下の表１に示します。 

 



 

表１．日米における研究室の運営および大学院のカリキュラムの比較（例外有） 

日本 US

ラボに所属する時期
学部３／４年生～

学部の成績を元に希望に沿って決定

PhDコース～

本人の希望とラボの募集状況に合わせて決定

希望者は学部１年生～ラボの出入り可能

PhD学生に対する

経済的援助

奨学金の獲得が叶わなければ

RAや貸与奨学金などで学生自身で

学費や生活費を支払う

ただし、日本学術振興会特別研究員（DC）

採用率約２０％と狭き門

奨学金の獲得が叶わなければ

所属ラボのPIが給与として支払う

給付額は大学や学部によって異なる

PhDコースの

カリキュラム

修士課程（２年）→博士課程（３年）

独立している

内部進学であれば希望者はほぼ確実に進学可

５年一貫コース

ただし、３年目進級時に審査があり

不合格の場合修士号を付与され卒業となる

 

特に、US では PhD コースにアプライする際は、卒業した大学（学部）とは異なる

大学に進学することが推奨されており、その理由として、自身のキャリアにおけるステ

ップアップのためだけではなく、新しい環境に身を置いて人脈を広げることが一番の

理由であると知り、大きな衝撃を受けました。日本では、教育カリキュラム上、大半の

学生が学部３／４年生時に配属された研究室において大学院進学以降も研究を続けて

いる印象があるため、日米の大きな違いであると考えます。研究機関のポジションにア

プライする際、研究者としての資質を測る要素としてリコメンデーションレターを重

要視することへ繋がる人脈を重んじるUSの文化のひとつであると強く感じました。 

3. 米国の文化・生活面での発見・苦労等 

本プログラムを通じて、海外での一人暮らしを体験できたことは、自分に合った研究

環境または生活環境を模索する上で貴重な経験となりました。US の環境は日本とは大

きく異なり、渡米後すぐは慣れない生活に苦しさを感じましたが、日本とUSのそれぞ

れの良いところを認識し、食生活や週末の過ごし方などを工夫することで、どちらの生

活も楽しむことができるスキルが得られたと感じています。以下に US 滞在中に感じた

興味深い US の文化を示します。 

◼ キャッシュレス化が日本より進んでいる（現金不可の店舗が多い）。 

◼ レストランのウェイターや警備員を含むほとんどの人がマスクを着用していない

（ジョージア工科大学構内は recommended）。 

◼ 大学構内でいつでも PCR 検査が受けられる。 



◼ 車社会（ホテルの目の前のハイウェイは１０車線あった）。 

◼ 電動スクーターでの移動が流行しており、どこでも乗り捨てが可能（公道のど真ん

中や植木の中など本当にどこでも乗り捨てられている）。 

◼ エレベーターの閉ボタンを押さない（押すのは日本人だけ？）。 

◼ 治安が悪いため、US のスマホに頻繁に Safety Alert が届く。 

◼ オーガニックの食品が流行している（日本よりも市場が大きいと感じた）。 

4. 本プログラムに参加の成果・意義 

 本プログラムを通じて、多様な分野の研究者／研究者を目指す大学生との出会いか

ら、研究者として成長する上で人脈を広げることの重要性を認識できたことが一番の

成果であると感じています。US 滞在中に、メンターや中谷 Fellow をはじめとして、ラ

ボメンバー、ジョージア工科大学の日本人コミュニティ（JSA）で出会った日本人学生、

他の中谷 Fellow のメンターである PhD 学生やポスドク、学内で出会い仲良くなった

PhD 学生など、分野もバックグラウンドもさまざまな多くの同世代の研究者たちとの

交流を持つことができました。彼らとの会話から、航空宇宙工学や計算科学、生体医工

学など異分野の最先端の研究や分野特有の研究事情（ロケットに関する研究は国防上

の理由により国籍が異なるインターナショナルの学生は研究室配属が困難など）を聞

き、自身の研究分野だけでなく幅広い分野に対して関心を向けるきっかけとなりまし

た。さらに、彼らと研究者としてのビジョンやライフプランに関して議論を交わすこと

ができました。特に、US で起業をしたいという夢や、パートナーの進学に合わせてア

プライする PhD コースを同大学で探したという経験談など、多種多様な意見を聞くこ

とができ、これからのキャリア形成における選択肢を広げることができました。これら

の経験から、帰国後、以前から興味を持っていた生化学若い研究者の会（生化学をはじ

めとした多様な分野を専攻する学部生～ポスドクが幅広く在籍している若手の会）へ

加入し、人脈を広げることを意識しながらセミナーなどに積極的に参加しています。こ

のように、本プログラムが能動的に多くの研究者と交流を図り研究者としての視野を

広げるきっかけとなったことは、私にとって大きな収穫となりました。 

5. その他 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、学部４年時の夏の予定であった渡米が遅

れ大学院進学後の参加となりましたが、学部生向け研究プログラムの意向に沿わない

形であるにも関わらず、変わらずご支援いただき、研究者として成長するチャンスをい

ただき、ありがとうございました。採択が決まってからの 1 年半、さまざまな場面で手

厚くサポートしてくださった、中谷財団の皆様、ジョージア工科大学のプログラムをサ

ポートしてくださった方々、受け入れてくださった Agarwal ラボの皆様、そして北海道

大学の先生方、プログラムに関わってくださった全ての方々に感謝申し上げます。この

経験を活かし、研究者としてより一層成長できるよう邁進致します。 


